
　　　　　　　　　　　　　         　　　 　マガキガイと呼ばれる，イモガイに似た貝の殻を素材と
する小玉が，三反田蜆塚貝塚から検出されました。縄文時代後期のものでしょうか，時代を経てもなお白
色が鮮やかです。貝殻の頂に近い螺

ら

塔
とう

という部分を切り取り，表裏面を磨いて製作されています。近くか
らは，イモガイを素材とする小玉も出土しました。どちらも直径 6 ～ 8 ㎜ほどの大きさで，耳飾りか，首
もしくは胸飾りの一部と考えられます。額

ひたい

に貼り付けて使用したものではありません。念のため。
 （2014.8.31 撮影　博物館実習　｢ 女子大生と装身具 ｣ 第５弾）

三反田蜆塚貝塚のマガキガイ製小玉垂飾
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第12回企画展　古墳時代前期のひたちなか／公開講座「ひたちなか市の考古学」第８回

「出会い，別れ，そして夢考古学の旅路」第14回　那珂町の遺跡の調査　 （川崎純徳）

資料紹介　市毛遺跡採集の土製品　（斉藤　新）

実験報告　十王台式土器が焼けてからー土器の煮沸実験に窺う炉石の機能ー　（鈴木素行）

１ケース・ミュージアム35　市内遺跡の調査 2014 ひたちなか市の古墳⑤　虎塚古墳群

ひたちなか市内の発掘調査 2014 １ケース・ミュージアム34　日立からきた砥石

横穴墓を歩く⑬　合張横穴群　（坂本和也）

歴史の小窓⑭　床下のお金 虎塚古墳花便り⑭　ユキノシタ ほか



第 12回企画展

　古墳時代前期の
　　　　　ひたちなか
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三反田遺跡

　

二
○
一
二
年
度
に
開
催
し
ま
し
た
、
第
一
○
回
企
画
展

「
旅
す
る
「
十
王
台
式
」」
で
は
、
茨
城
県
北
部
の
弥
生
時

代
後
期
後
半
に
つ
い
て
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の

企
画
展
は
、
副
題
で
「「
十
王
台
式
」
後
の
世
界
」
と
し
ま

し
た
よ
う
に
、
そ
の
次
の
時
代
で
あ
る
古
墳
時
代
前
期
の

世
界
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
内
に
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
遺
跡
が

二
三
箇
所
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
弥
生
時
代
か

ら
古
墳
時
代
へ
の
過
渡
期
を
知
る
上
で
注
目
す
べ
き
遺
跡

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
今
回
の
展
示
の
中
心
と
し
ま
し
た

三み
た
ん
だ

反
田
遺
跡
で
す
。

　

三
反
田
遺
跡　
　

三
反
田
遺
跡
は
、
市
内
を
流
れ
る
那
珂

川
を
臨
む
台
地
縁
辺
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
一
九
七
七

年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
五
回
の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
住

居
跡
一
九
基
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
出
土
遺
物
に
は
、
南

関
東
系
の
網あ
み
め
じ
ょ
う
よ
り
い
と
も
ん

目
状
撚
糸
文
や
櫛く
し
が
き
は
じ
ょ
う
も
ん

描
波
状
文
を
施
文
し
た
壺
、

輪
積
口
縁
台
付
甕か
め

、
東
海
西
部
系
の
Ｓ
字
状
口
縁
甕
、
東

海
東
部
の
「
大
お
お
く
る
わ廓
式
」
の
壺
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
土

器
は
他
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
、
ま
た
は
そ
の
特

徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
今
回
、
改

め
て
資
料
を
整
理
し
た
結
果
、
破
片
で
は
あ
り
ま
す
が
、

器
表
面
に
タ
タ
キ
目
の
あ
る
「
畿
内
系
」
と
思
わ
れ
る
甕

の
存
在
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
発
掘
調
査
で
出
土
し

た
土
器
の
中
に
は
、
地
元
の
「
十
王
台
式
」
が
一
点
も
含

ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
遺
跡
は
地
元
の
「
十
王
台
式
」
が

な
く
、
他
地
域
の
特
徴
を
有
す
る
土
器
を
主
体
と
す
る
集

ひたちなか市古墳時代前期遺跡分布三反田遺跡遺構配置図



南関東

東海東部

東海西部

畿内

北陸

落
跡
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
点
で
す
。
ま
た
、
当
遺
跡
周

辺
に
は
弥
生
時
代
後
期
後
半
の
集
落
が
確
認
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
集
落
の
な
い
空
白
地
域
に
「
移
住
」
と
い

う
形
で
遺
跡
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
移
住
し

て
き
た
集
団
は
、
新
し
い
灌か

ん
が
い漑
技
術
を
も
ち
、
既
存
の
小

谷
津
で
は
な
く
、
手
つ
か
ず
で
残
さ
れ
て
い
た
肥
沃
な
那

珂
川
流
域
の
低
湿
地
の
開
拓
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
遺
跡
が
立
地
す
る
那
珂
川
河
口
域
は
、
江
戸
時
代

の
例
か
ら
も
水
上
交
通
の
重
要
な
要
衝
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
三
反
田
遺
跡
の
台
地
の
下
に
「
津つ

」
の
存
在
が
想
定

で
き
ま
す
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
三
反
田
遺

跡
の
台
地
下
の
三
反
田
上か
み
か
わ
ら

河
原
遺
跡
に
は
、
古
墳
時
代
前

期
の
可
能
性
の
あ
る
丸
木
舟
が
二
艘そ
う

、
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

移
住
者
の
痕
跡　
　

三
反
田
遺
跡
の
よ
う
に
、
県
内
の

古
墳
時
代
前
期
の
遺
跡
か
ら
は
、
様
々
な
地
域
の
土
器
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
那
珂
市
森も
り
ど戸
遺
跡
で
は
、「
豪
族
居
館
」

と
さ
れ
る
堀
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
堀
か
ら
は
多
く
の
完
形

に
近
い
状
態
の
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
土

器
は
、
そ
の
出
土
状
状
況
か
ら
単
な
る
廃
棄
行
為
で
は
な

く
、
意
図
的
に
投
入
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

土
器
の
器
種
に
は
、
甕
、
二
重
口
縁
壺
、
高た
か
つ
き杯
、
器き
だ
い台
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
甕
が
主
体
を
占
め
ま
す
。
甕
は

個
体
差
が
少
な
く
、
そ
の
多
く
が
口
縁
部
が
「
く
」
の
字

状
に
屈
曲
し
て
い
る
球
胴
平
底
の
甕
で
、
胴
部
に
ハ
ケ
目

や
ナ
デ
調
整
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
甕
は
、

茨
城
町
下し
も
ご
う郷
遺
跡
で
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
甕

は
、
千
葉
県
南
部
地
域
を
故
地
と
す
る
土
器
で
、
森
戸
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
は
胎
土
や
器
形
な
ど
か
ら
、
当
地

域
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

土
浦
市
東ひ

が
し
た
に谷
遺
跡
第
一
号
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器

は
、
口
唇
部
の
面
取
り
が
特
徴
的
で
、「
く
」
の
字
状
の
口

茨城県に入ってくる土器の地域

三反田遺跡出土「タタキ甕」

「タタキ甕」例：市原市中
なかで

台遺跡

茨城県から出土した千葉県南部地域の土器例

北陸系の土器群：土浦市東谷遺跡第１号住居跡

那珂市森戸遺跡

千葉県市原市下
し も す ず の

鈴野遺跡

S=1/2



下高井遺跡 つくば市面野井古墳群

縁
部
や
肩
部
が
や
や
張
っ
た
形
態
な
ど
か
ら
、
北
陸
東
部

地
域
の
甕
の
形
態
に
類
似
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
甕
の

胴
部
が
や
や
球
胴
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
平
底
で
は
な
く

台
付
で
あ
る
点
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
変
容
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
受
部
が
大

き
く
突
出
す
る
器
台
も
、
北
陸
系
の
装
飾
器
台
に
由
来
す

る
も
の
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
土
浦
市
に
は
烏

か
ら
す
や
ま山

遺
跡
と
い
っ
た
前
期
の
玉
作
り
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
弥
生
時
代
か
ら
玉
作
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
地
域

は
、
出
雲
や
北
陸
地
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
東
谷
遺

跡
の
土
器
を
使
用
し
て
い
た
人
た
ち
は
、
玉
作
り
の
遺
跡

と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

古
墳
時
代
の
は
じ
ま
り　
　

以
上
の
よ
う
に
、
古
墳
時

代
前
期
に
は
、
様
々
な
地
域
の
人
々
の
痕
跡
が
み
ら
れ
ま

す
。
で
は
、
移
住
者
と
地
元
と
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

三
反
田
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
土
器
か
ら
は
、
当
遺
跡
が

地
元
と
遠
隔
地
の
物
資
を
交
易
す
る
拠
点
、
つ
ま
り
「
市い
ち

」

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
ま
す
。「
市
」
は
、
移
住
者
と
地
元
と
の
出
会
い
の
場
で

あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、　

当
事
者
同
士
の
結

び
つ
き
は
、遠
隔
地
の
集
団
を
同
族（
親
族
）化
さ
せ
て
い
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
三
反
田
遺
跡
近
隣
の

鷹た
か
の
す

ノ
巣
遺
跡
第
二
六
号
住
居
跡
か
ら
は
、「
十
王
台
式
」
と

土は

じ

き
師
器
が
並
ん
で
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
象
が
先

記
の
同
族
化
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
ま
す
。

　

移
住
者
と
地
元
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
手
が

か
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
鷹
ノ
巣
遺
跡
や
吹ふ

き
あ
げ上
遺
跡
で

出
土
し
て
い
る
、
無
文
様
で
「
十
王
台
式
」
の
よ
う
な
形

を
し
た
壺
で
す
。
こ
の
壺
は
、
移
住
者
が
土
師
器
の
技
法

で
「
十
王
台
式
」
を
真
似
て
作
成
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
土
器
か
ら
は
、
移
住
者
が
地
元

に
寄
り
添
う
状
況
が
窺
え
ま
す
。
移
住
は
、
武
力
的
な
制

圧
で
は
な
く
、「
十
王
台
式
」
の
人
々
と
の
平
和
的
な
融
合

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
、

当
地
域
の
古
墳
時
代
の
は
じ
ま
り
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
三
反
田
遺
跡
と
同
じ
台
地
上

に
あ
る
下し
も
た
か
い

高
井
遺
跡
で
は
、
方
形
周
溝

墓
と
い
わ
れ
る
墓
が
四
基
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
移
住
者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う

に
新
た
な
墓
制
も
持
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ひ
た
ち
な
か
市
に
も
、

高
い
墳
丘
を
持
つ
古
墳
が
出
現
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

（
稲
田
健
一
）

今回の企画展の開催及び本誌への記事の掲載にあたっては， 以下の機関及び関係者からご指導とご協力をいただきました。

石岡市教育委員会・市原市教育委員会・市原市埋蔵文化財調査センター・茨城町教育委員会・上高津貝塚ふるさと歴史の広場・

つくば市教育委員会・土浦市教育委員会・那珂市歴史民俗資料館・日立市郷土博物館， 猪狩俊哉・石橋 充・梅田由子・黒澤春彦・

小林佳南子 ・ 鈴木正史 ・ 鶴岡英一 ・ 中嶋圭子 ・ 仲田昭一 ・ 三井 猛 ・ 谷仲俊雄　（50 音順 ・ 敬称略）

鷹ノ巣遺跡第 26 号住居跡遺物出土状況

方形周溝墓から出土した土器

無文様の壺

鷹ノ巣遺跡

日立市吹上遺跡



月／日 演　　　題 講　　　師

２/21（土） ひたちなか市の古墳時代のはじまり （公財）ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社
稲田　健一

２/28（土） 房総と古墳のはじまり
−弥生の風、古墳の路−

市原市埋蔵文化財調査センター
小橋　健司 氏

３/ ７（土） 群馬県地域における古墳時代のはじまり 群馬県教育委員会　
深澤　敦仁　氏

３/14（土） 古墳時代のはじまりの社会
－水稲農耕文化とはなにかを考える－

東海大学
北條　芳隆　氏

歴
史
の
小
窓　

そ
の
一
四

　

ひ
た
ち
な
か
市
武
田
西

塙
遺
跡
第
一
八
五
Ｂ
号
住

居
跡
で
の
調
査
最
終
段
階

の
こ
と
、
土
間
を
掘
っ
て

い
た
ら
、
床
下
か
ら
逆

さ
に
置
か
れ
た
杯
が
出
土

床
下
の
お
金

し
、
そ
の
下
か
ら
お
金
が
出
て
き
ま
し
た
。
床
に

穴
を
掘
っ
て
銭
貨
を
埋
納
し
、
穴
の
上
に
杯
を
伏

せ
置
い
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
そ
の
穴
は
よ

く
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
土
し
た
銭
貨
は

皇
朝
十
二
銭
の
「
延え
ん
ぎ
つ
う
ほ
う

喜
通
寳
」
で
し
た
。

　

な
ぜ
床
下
に
お
金
が
埋
納
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
深
澤
靖
幸
氏
は
、
こ
う
し
た
お
金
は
竪
穴
住

居
を
造
る
際
の
地
鎮
具
で
、
陰
お
ん
み
ょ
う
ど
う

陽
道
の
知
識
を
持

つ
宗
教
者
に
よ
り
祭
祀
が
実
修
さ
れ
、
ま
た
そ
う

し
た
宗
教
者
が
、
様
々
な
呪
具
を
携
え
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
注
目
す
べ
き
見
解
を
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
竪
穴
住
居
跡
か
ら
時
々
出
土
し
て

調
査
者
の
頭
を
悩
ま
せ
る
、
銭
貨
や
腰よ
う
た
い
ぐ

帯
具
、
ガ

ラ
ス
玉
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
珍
品
」
の
類
は
、

も
し
か
す
る
と
地
鎮
め
に
用
い
ら
れ
た
鎮
物
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
佐
々
木
義
則
）
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。
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「東海地方の技術やスタイルを，群馬県

地域の人たちが模倣して自分たちのもの

にすることによって，「石田川式土器」 が

成立したのではないでしょうか。おそらく，

三反田遺跡から出土しているＳ字甕も，群

馬県と同じような背景をもつ土器と考えら

れます。」

「特産品というものは，他との関係で発見

されます。 何が特産品かを発見させるた

め，たくさんのコメを持って行って，その

地域でしか出来ないモノ （特産品） と交

換する。そうすることで，古墳時代のはじ

まりの頃，日本列島のかなり広い範囲に

一つの経済圏ができあがっていったので

はないかということです。」



ひたちなか市内の発掘調査 2014

　

二
〇
一
四
年
度
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
内
に
お
い
て
は

市
内
遺
跡
調
査
の
ほ
か
、
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
の
発
掘

調
査
が
あ
り
ま
し
た
。
市
内
遺
跡
調
査
で
は
、
下
高
井

遺
跡
の
試
掘
調
査
で
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か

け
て
の
竪
穴
住
居
跡
が
多
数
確
認
さ
れ
、
当
遺
跡
の
広

い
範
囲
に
住
居
跡
が
密
集
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
の
発
掘
調
査
は
、

今
年
度
は
横
穴
墓
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
六
基
の
横
穴
墓
の
調
査
に
よ
っ

て
、
横
穴
墓
の
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
を
記
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
実
施

さ
れ
た
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
の
調
査
成
果
は
、
来
年
度

報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。（

佐
々
木
義
則
）

2014（平成 26）年度市内遺跡調査一覧表

0 3000m

市毛上坪遺跡

十五郎穴横穴墓群

枯松戸遺跡

堀口遺跡,堀口館跡

下高井遺跡

小砂遺跡

津田若宮遺跡

西並木下遺跡

赤坂遺跡

勝倉若宮遺跡

市毛下坪遺跡

田彦古墳群

金上塙遺跡

田彦西原遺跡

平井遺跡

平磯長堀南遺跡

愛宕神社古墳

寄居新田遺跡

新川

那珂川

中丸川

大川

本郷川

東海村

ひ た ち な か市 

水戸市

那珂市

№ 遺跡名 次数 所在地 時期 種別 調査内容

1 下
しもたかいいせき

高井遺跡 5 次 三反田 4 月 試掘
住居跡 50 基（古墳～平安），土坑 28 基（中世 1 基，他は時期不明），溝 9 条（時期不明），ピッ

ト 20 基（時期不明）を確認。縄文土器，敲石，土師器，須恵器，瓦質土器，内耳土器が出土。

2 堀
ほりぐちいせき

口遺跡・堀
ほりぐちやかたあと

口館跡 16 次・1 次 堀口 4 月 試掘 住居跡 1 基（平安），堀跡１条（時期不明）を確認。土師器が出土。

3 小
こすな い せ き

砂遺跡 4 次 小砂町 5 月 試掘 なし

4 津
つだわ か み や い せ き

田若宮遺跡 9 次 津田 5 月 試掘 溝跡 1 条（時期不明），道跡 1 条（時期不明）を確認。土師器が出土。

5 枯
かれまつどいせき

松戸遺跡 4 次 中根 5 月 試掘 なし

6 西
にしなみきしたいせき

並木下遺跡 1 次 馬渡 5 月 試掘 縄文土器が出土。

7 市
いちげかみつぼいせき

毛上坪遺跡 14 次 市毛 6 月 試掘 住居跡1基（古墳）,土坑1基（時期不明）を確認。縄文土器，弥生土器，土師器，近世陶器が出土。

8 赤
あかさかいせき

坂遺跡 2 次 赤坂 6 月 試掘 なし

9 勝
かつくらわかみやいせき

倉若宮遺跡 4 次 勝倉 6 月 試掘
住居跡 10 基（古墳 4，奈良・平安 6），溝 3 条（時期不明），ピット 1 基（時期不明）を確認。

弥生土器，土師器，須恵器，石器が出土。

10 津
つだわ か み や い せ き

田若宮遺跡 10 次 津田 7 月 試掘 溝 1 条（時期不明），土坑 1 基（時期不明）を確認。遺物なし。

11 市
いちげしもつぼいせき

毛下坪遺跡 11 次 市毛 8 月 試掘 住居跡 4 基（平安），溝１条（時期不明）を確認。土師器，須恵器，敲石が出土。

12 田
たびここふんぐん

彦古墳群 1 次 田彦 10 月 試掘 なし

13 金
かねあげはなわいせき

上塙遺跡 8 次 金上 11 月 試掘
住居跡 2 基（奈良・平安 1，時期不明 1），ピット 9 基（時期不明）を確認。

縄文土器，土師器，須恵器が出土。

14 田
たびこにしはらいせき

彦西原遺跡 1 次 田彦 11 月 試掘 なし

15 平
ひらい い せ き

井遺跡 2 次 金上 12 月 試掘 住居跡 1 基（縄文），溝 1 条（時期不明）を確認。旧石器，縄文土器，須恵器が出土。

16
堀
ほりぐちいせき

口遺跡 17 次 堀口 1 月 試掘
住居跡 17 基（弥生 1，古墳４，時期不明 12），土坑 2 基（時期不明），ピット 9 基（時期不明）

を確認。弥生土器，土師器，須恵器が出土。

17 平
ひらいそながほりみなみいせき

磯長堀南遺跡 1 次 平磯町 2 月 試掘 溝 1 条（時期不明）を確認。遺物なし。

18 愛
あたごじんじゃこふん

宕神社古墳 1 次 阿字ヶ浦町 2 月 試掘 なし

19 寄
よりいしんでんいせき

居新田遺跡 1 次 田彦 3 月 試掘 なし

20 津
つだわ か み や い せ き

田若宮遺跡 11 次 津田 3 月 試掘 なし
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展示のようす

　

市
内
の
古
代
集
落
跡
を
調
査
す
る
と
、
多
く
の
砥

石
が
出
土
し
ま
す
。
そ
の
石
材
は
白
色
流り

ゅ
う
も
ん
が
ん

紋
岩
と
明

褐
色
・
青
灰
色
変
成
岩
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
変
成
岩

製
の
砥
石
は
石
材
の
特
徴
か
ら
、
日
立
市
産
の
変
成

岩
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

日ひ
た
ち
さ
ん
へ
ん
せ
い
が
ん
せ
い
と
い
し

立
産
変
成
岩
製
砥
石
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。

　

古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
大
量
に
流
通
し

た
日
立
産
の
砥
石
で
す
が
、
な
ぜ
か
古
代
の
記
録
に
残

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
古
代
の
さ
ま
ざ

ま
な
産
物
を
記
し
た
「
常
陸
国
風
土
記
」
に
も
、
砥
石

の
記
述
は
出
て
こ
な
い
の
で
す
。
国
衙
へ
の
貢
納
品
で

は
な
か
っ
た
た
め
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

砥
石
に
使
わ
れ
て
い
る
石
材
は
、
日
立
変
成
岩
の
鮎

川
層
に
分
布
す
る
千
枚
岩
や
結
晶
片
岩
と
い
っ
た
岩
石

で
す
。
日
立
変
成
岩
類
の
鮎
川
層
は
、
神
峰
山
付
近
か

ら
南
側
、
日
立
市
南
東
部
山
麓
に
分
布
し
ま
す
。

　

千せ
ん
ま
い
が
ん
せ
い
と
い
し

枚
岩
製
砥
石
は
黒
味
を
帯
び
た
暗
青
灰
色
で
、
千

日立市産変成岩製砥石

枚
岩
と
い
う
名
前
の
通
り
、
薄
く
何
枚

に
も
は
が
れ
る
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
岩
石
は
日
立
市
諏
訪
梅
林
や
や
下

流
の
鮎
川
河
床
部
に
露
出
し
て
い
て
、

鮎
川
河
床
の
転
石
に
も
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
石
が
採
取
さ
れ
て

砥
石
に
加
工
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
日
立
変
成
岩
製
砥
石
の
多
く

は
結け

っ
し
ょ
う
へ
ん
が
ん
せ
い
と
い
し

晶
片
岩
製
砥
石
で
す
。
岩
石
は
淡

緑
色
で
す
が
、
風
化
に
よ
り
褐
色
味
を

増
し
ま
す
。
出
土
し
た
砥
石
は
白
褐
色

で
、
鉱
物
が
抜
け
た
多
数
の
小
さ
い
穴
を
持
っ
て
い
ま

す
の
で
、
風
化
が
見
て
取
れ
ま
す
。
日
立
市
南
東
部
を

流
れ
る
小
河
川
の
河
床
堆
積
物
に
は
、
こ
の
よ
う
に
風

化
し
た
結
晶
片
岩
の
転
石
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
か
ら
、

こ
う
し
た
転
石
を
砥
石
に
加
工
し
た
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

で
は
拾
っ
て
き
た
河
床
転
石
を
砥
石
に
加
工
し
た
遺

跡
は
ど
こ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
加
工
場
跡
は
発
見
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
石
材
の
採
取
地
域
か
ら
み
て
、
古
代

久
慈
郡
東
部
の
助
川
郷
・
箕
月
郷
あ
た
り
の
集
落
で
加

工
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ひ
た
ち
な
か
市

武
田
遺
跡
群
で
は
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
日
立
変
成
岩

製
砥
石
が
出
土
し
ま
す
の
で
、
日
立
地
方
で
は
、
古
墳

時
代
前
期
か
ら
の
砥
石
づ
く
り
の
伝
統
が
奈
良
・
平
安

時
代
の
村
々
に
ま
で
息
づ
い
て
い
て
、
鉄
製
品
の
普
及

に
合
わ
せ
、
変
成
岩
製
砥
石
の
大
量
生
産
が
始
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

砥
石
の
交
易
地
は
、
箕
月
郷
の
南
に
隣
接
す
る
久
慈

郡
高
市
郷
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
志
田
諄
一

先
生
は
、
郷
名
か
ら
み
て
、
そ
こ
が
市
の
開
か
れ
た
場

所
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
高
市
郷
は
水
運
（
久
慈
川
）

と
陸
運
（
駅
路
）
が
交
わ
る
所
で
す
。
日
立
の
砥
石
生

産
地
が
こ
う
し
た
交
易
地
に
近
か
っ
た
こ
と
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

日
立
変
成
岩
製
砥
石
は
出
土
資
料
か
ら
み
る
と
、
常

陸
国
多
珂
郡
・
久
慈
郡
・
那
賀
郡
と
い
っ
た
、
現
在
の

茨
城
県
北
半
部
に
、
八
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て

多
量
に
流
通
し
た
よ
う
で
す
。
一
一
世
紀
以
後
の
様
相

は
現
在
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
近
代
の
砥
石

生
産
遺
跡
は
諏
訪
の
山
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

捨
て
ら
れ
た
砥
石
も
郷
土
の
過
去
の
暮
ら
し
を
語
る

貴
重
な
資
料
で
す
。
天
然
砥
石
の
歴
史
は
わ
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
で
す
。
そ
の
解
明
は
、
き
っ
と
多
く
の
埋

も
れ
て
き
た
歴
史
を
、
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　

（
佐
々
木
義
則
）
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土器の煮沸実験？（2014.9.20）

展示のようす

　

ひ
た
ち
な
か
市
に
は
三
二
六
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

遺
跡
に
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
建
築
さ
れ
る
際
に

は
、
国
費
補
助
事
業
と
し
て
事
前
の
試
掘
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
調
査
は
、
市
内
の
ど
こ
か
で

毎
年
一
五
～
二
〇
件
ほ
ど
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
試
掘

調
査
に
よ
っ
て
住
居
跡
な
ど
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
そ

の
保
存
が
難
し
い
時
に
は
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
ワ
ン
ケ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
平
成

二
六
年
度
に
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
か
ら
、
と
く
に

堀ほ
り
ぐ
ち口
遺
跡
第
一
五
次
調
査
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
堀
口

遺
跡
は
市
内
堀
口
地
区
に
残
る
、
弥
生
時
代
か
ら
平
安

時
代
に
営
ま
れ
た
集
落
跡
で
す
。
そ
の
遺
跡
内
に
個
人

住
宅
が
建
つ
こ
と
に
な
り
試
掘
し
た
と
こ
ろ
、
住
居
跡

が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
地
権
者
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
埋

蔵
文
化
財
の
調
査
は
、
地
権
者
様
は
じ
め
、
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
の
も
と
で
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
々
の
力
が
集
ま
っ
て
、

す
こ
し
ず
つ
郷
土
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
調
査
は
、
平
成
二
六
年
の
二
月
か
ら
三

月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
、
竪
穴
住
居
跡
が
四
基
見
つ
か

り
、
土
器
や
鉄
製
品
も
出
土
し
、
堀
口
遺
跡
解
明
へ
の

貴
重
な
資
料
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、

平
安
時
代
（
九
世
紀
第
２
四
半
期
頃
）
の
第
三
号
住
居

跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
破
片
に
、「
武
田
新
」
と
い

う
墨
書
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
古
代

の
武
田
郷
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
「
武
田
」
の
下
に
書

か
れ
た
「
新
」
は
、
い
っ
た
い
何
を
示
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
展
示
で
は
、
調
査
地
の
字
名
「
新
地
」
の

略
称
か
と
考
え
ま
し
た
が
、
他
の
遺
跡
で
出
土
し
た
墨

書
土
器
の
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
十
分
に

検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。（

佐
々
木
義
則
）
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福島県双葉郡楢葉町

合張横穴群

 坂本　和也

（楢葉町教育総務課）

　

合
張
横
穴
群
の
所
在
す
る
福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
は
、

震
災
に
よ
り
今
も
避
難
指
示
区
域
内
に
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
竜
田
駅
が
、
現
状
で
の
北
限
の
駅
な
が
ら
昨
年
六
月

に
再
開
さ
れ
、
復
興
の
槌
音
が
響
く
、
い
わ
ば
浜
通
り
地

方
復
興
の
前
線
基
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

合
張
横
穴
群
は
、
そ
の
Ｊ
Ｒ
竜
田
駅
の
南
東
約
二
㎞
の

北
田
字
合
張
地
内
に
所
在
（
従
来
、
下
山
根
横
穴
群
と
記

載
さ
れ
る
が
、
調
査
に
あ
た
っ
て
正
し
い
小
字
名
の
合
張

横
穴
群
が
採
用
さ
れ
る
）
し
、
木
戸
川
沖
積
地
の
北
側
に

迫
る
双
葉
第
三
段
丘
の
南
斜
面
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
同

じ
第
三
段
丘
は
太
平
洋
側
に
至
る
と
海
蝕
崖
と
な
る
が
、

荒
海
に
接
す
る
位
置
に
は
、
天て

ん
じ
ん
ば
ら

神
原
遺
跡
が
所
在
す
る
。

ま
た
、
当
町
は
、
凝
灰
質
砂
岩
の
丘
陵
斜
面
に
多
く
の
横

穴
群
が
知
ら
れ
、
当
地
域
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

合
張
横
穴
群
の
調
査
は
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年

に
町
史
編
纂
事
業
に
伴
っ
て
着
手
さ
れ
、
東
群
と
西
群
の

二
群
か
ら
な
る
横
穴
群
で
あ
る
と
解
明
さ
れ
た
。
調
査
は
、

横
穴
群
中
最
大
の
前ぜ
ん
て
い
ぶ

庭
部
を
有
す
る
第
一
一
号
横
穴
と
、

こ
れ
に
付
随
す
る
第
一
二
号
横
穴
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。

結
果
、
第
一
一
号
横
穴
の
総
長
は
一
九
・
三
ｍ
を
測
る
特
異

な
つ
く
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
玄
室
の
平
面
形
は
正合張横穴群第 11・12 号墓実測図

がっぱり

方
形
に
近
く
、
加
え
て
、
前
庭
部
か
ら
出
土
し
た
直
ち
ょ
く
と
う刀な

ど
か
ら
垣
間
見
え
る
追つ
い
ぜ
ん
さ
い
し

善
祭
祀
の
在
り
方
な
ど
か
ら
、
い

わ
き
市
中な
か
だ田
横
穴
と
の
類
縁
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
入

口
付
近
に
置
か
れ
た
土は

じ

き

師
器
・
須す

え

き

恵
器
類
か
ら
築
造
は
六

世
紀
末
頃
と
思
わ
れ
る
。
第
一
二
号
横
穴
は
七
世
紀
前
半

の
築
造
年
代
が
考
え
ら
れ
、
第
一
一
号
横
穴
と
の
血
縁
的

性
格
の
強
い
家
族
墓
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
合
張
横
穴
群
の
被
葬
者
像
に
つ
い
て
は
、
調
査

者
に
よ
り
、
そ
の
立
地
か
ら
木
戸
川
の
「
津
」
を
管
理
運

営
し
た
部
民
の
一
集
団
と
の
考
え
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。合張横穴群第 11・12 号墓調査風景
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第２号墳

第４号墳

＊第１号墳の墳丘は自由に見学できます。石室は，春と秋に計 16 日間公開されます。

＊第１号墳から出土した遺物は，ひたちなか市埋蔵文化財調査センターの標本陳列室に展示しています。

＊第４号墳は私有地内にあるため，道路から見学してください。

ひたちなか市の古墳

＊古墳の場所や市内の古墳の概要については，『埋文だより』第 37 号をご覧下さい。

第１号墳

下の写真は1973年9月12日の壁画発見直後の石

室内の写真です。床面には人骨や崩落した壁面

の一部が確認できます。

（ひたちなか市広報広聴課提供）

←2014年に再測量した第1号墳の墳丘（協力 三井考測）

刳り抜き玄門部（矢印）
天井部の石が玄門の石を押し倒している

石室展開図

「ときわ会」による清掃活動 墳丘断面
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豊
喰
遺
跡
の
発
見　

那
珂
町
で
の
忘
れ
ら
れ
な
い
遺
跡

に
豊と
よ
ば
み喰
遺
跡
の
発
見
が
あ
る
。
勤
務
し
て
い
た
水
戸
農
業

高
校
の
那
珂
町
移
転
に
伴
い
学
校
周
辺
の
遺
跡
踏
査
に
よ

り
確
認
し
た
の
が
豊
喰
遺
跡
で
あ
っ
た
。
採
集
し
た
爪
形

文
土
器
片
と
石
器
を
常
総
台
地
研
究
会
月
例
会
に
持
参
し

て
報
告
し
、
そ
の
後
、
研
究
仲
間
の
踏
査
が
行
わ
れ
た
。

茨
城
県
史
の
編
纂
中
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
資
料
を
公
開
し

た
。
東
京
大
学
の
佐
藤
達
夫
教
授
や
茨
城
県
歴
史
館
の
川

上
博
義
氏
等
も
踏
査
に
訪
れ
、
採
集
資
料
は
増
加
し
て

い
っ
た
。
こ
う
し
た
採
集
資
料
は
常
総
台
地
研
究
会
が
一

括
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

佐
藤
達
夫
教
授
と
発
掘
調
査
を
検
討
し
て
い
た
が
そ
の

前
に
陸
田
に
造
成
さ
れ
湮い
ん
め
つ滅
し
て
し
ま
っ
た
。
勝
田
市

後う
し
ろ
の野
遺
跡
の
調
査
の
後
、
縄
文
草
創
期
の
初
期
段
階
の
遺

跡
の
調
査
を
目
論
ん
で
い
た
だ
け
に
残
念
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
に
額ぬ
か
だ
お
お
み
や

田
大
宮
遺
跡
が
調
査
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
調
査
は
那
珂
町
史
編
纂
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
が
こ

の
段
階
で
町
史
編
纂
は
ま
だ
体
制
が
出
来
上
が
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　

町
史
編
纂
の
本
格
化　

し
ば
ら
く
し
て
町
史
編
纂
事
業

が
本
格
化
し
た
。
原
始
古
代
班
が
作
ら
れ
、
宮
内
良
隆

氏
、
鈴
木
素
行
氏
、
渡
辺
明
氏
、
鈴
木
洋
一
氏
ら
と
担
当

し
た
。
編
纂
の
作
業
は
月
一
回
程
度
、
公
民
館
等
の
施
設

で
拓
本
、
実
測
、
写
真
撮
影
な
ど
を
行
っ
た
。
那
珂
町
は

渡
辺
氏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
遺
跡
は
渡

辺
氏
が
熟
知
し
て
い
た
し
、
採
集
資
料
も
豊
富
で
あ
っ
た

の
で
、
氏
の
採
集
資
料
と
開
発
に
と
も
な
っ
て
過
去
に
調

査
さ
れ
市
内
の
公
共
施
設
に
保
管
さ
れ
て
い
た
出
土
資
料

の
再
調
査
を
中
心
に
し
て
資
料
化
の
作
業
を
進
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
町
内
の
収
集
家
を
訪
ね
て
資
料
を
渉
猟
し
た

り
、
遺
跡
踏
査
も
で
き
る
限
り
行
っ
た
。
川
上
博
義
氏
か

ら
も
資
料
を
拝
借
し
た
。
そ
の
中
に
玉
造
町
捻ね
じ
き木
遺
跡
出

土
の
有
角
石
器
、
那
珂
町
出
土
の
有
頭
石
棒
、
弥
生
土
器

等
が
あ
っ
た
。
有
頭
石
棒
、
弥
生
土
器
は
渡
辺
明
氏
の
採

集
品
で
あ
る
。
白し
ら
こ
う
ち

河
内
古
墳
一
号
墳
の
測
量
も
宮
内
氏
を

軸
に
し
て
行
っ
た
。

　

那
珂
町
の
遺
跡
の
中
に
は
重
要
な
遺
跡
が
多
い
。
町
史

編
纂
開
始
前
に
知
ら
れ
て
い
た
遺
跡
は
縄
文
草
創
期
の
爪

形
文
土
器
の
豊
喰
遺
跡
、
先
土
器
時
代
終
末
期
の
細
石
刃

を
出
土
す
る
額
田
大
宮
遺
跡
、
新あ
ら
じ地
遺
跡
、
装
飾
古
墳
の

白
河
内
古
墳
等
で
あ
っ
た
。
新
地
遺
跡
は
佐
藤
達
夫
教
授

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。

　

額
田
大
宮
遺
跡
の
発
掘　

額
田
大
宮
遺
跡
の
調
査
は
勝

田
市
後
野
遺
跡
の
調
査
の
二
年
後
に
あ
た
る
一
九
七
七
年

に
那
珂
町
史
編
纂
委
員
会
に
よ
っ
て
小
規
模
な
発
掘
を

行
っ
た
。
こ
の
調
査
に
は
水
戸
農
業
高
校
の
生
徒
が
参
加

し
た
。
調
査
範
囲
は
六
×
六
ｍ
の
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ

た
が
多
く
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
俗
に
言
う
ト

ロ
ト
ロ
石（
安
山
岩
）製
の
大
型
の
石
刃
石
器
群
、
細
石
刃

群
等
が
集
中
し
て
検
出
さ
れ
た
。

『
那
珂
町
史
』（「
自
然
環
境
・
原
始
古
代
編
」）の
ほ
か
に

『
那
珂
町
の
考
古
学
』を
刊
行
し
た
。

＊
川
崎
純
徳
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
連
載
第
一
三
回
（
『
埋
文

　

だ
よ
り
』
第
四
一
号
）
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

＊ 写真は、川崎純徳他1978『額田大宮遺跡』那珂町史編纂委員会　より引用しました。

1977（昭和52）年8月　額田大宮遺跡の発掘調査（奥が川崎）

出会い、別れ、そして夢考古学の旅路
第14回　那珂町の遺跡の調査

川崎 純徳
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図１　市毛遺跡の土製品

資料紹介

　

１　

遺
跡
の
立
地
と
採
集
の
経
緯

　

今
回
紹
介
す
る
土
製
品
を
採
集
し
た
場
所
は
ひ
た
ち

な
か
市
市
毛
字
上
坪
地
内
で
あ
る
。
那
珂
川
を
南
に
望

む
標
高
25
ｍ
ほ
ど
の
台
地
上
で
、
小
谷
津
に
面
す
る
緩

く
傾
斜
す
る
概
ね
平
坦
な
台
地
の
縁
辺
部
で
あ
る
。
茨

城
県
が
運
用
す
る
い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
で
確
認

す
る
と
市い

ち

毛げ

遺
跡
（
遺
跡
番
号

005
）
の
範
囲
内
で
あ
る
。

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
発
行
の
勝
田
市
埋
蔵
文
化

財
分
布
調
査
報
告
書
で
は
縄
文
時
代
前
期
・
古
墳
時
代

と
奈
良
平
安
時
代
の
集
落
遺
跡
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

遺
物
は
筆
者
が
市
内
に
所
在
す
る
縄
文
時
代
の
遺
跡

を
訪
ね
歩
い
て
い
た
一
五
年
ほ
ど
前
に
採
集
し
た
も
の

で
あ
る
。
当
時
は
家
庭
菜
園
の
よ
う
な
畑
が
あ
り
そ
の

道
路
脇
で
採
集
し
た
が
、
ほ
か
に
は
遺
物
を
採
集
し
な

か
っ
た
。
今
に
し
て
み
る
と
遺
物
の
時
期
判
定
の
参
考

に
な
る
遺
物
が
ほ
か
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
く
、
詳

細
に
歩
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　

２　

遺
物
の
観
察

　

つ
く
り
は
い
わ
ゆ
る
手
づ
く
ね
状
で
あ
り
、
粘
土
の

塊
を
手
で
こ
ね
て
成
形
し
た
と
思
わ
れ
一
体
成
形
で
あ

る
。
区
分
は
し
に
く
い
が
平
盤
部
分
に
つ
ま
み
部
分
が

つ
い
た
ス
タ
ン
プ
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
タ
コ
ウ

イ
ン
ナ
ー
を
彷
彿
さ
せ
ら
れ
る
。

　

重
量
は

42.2
ｇ
で
あ
る
。
粘
土
は
比
較
的
緻
密
で
あ
り
、

微
細
な
砂
粒
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

　

色
調
は
全
体
に
黒
褐
色
で
あ
る
が
、
炭
化
物
を
吸
収

し
た
黒
さ
で
は
な
い
。

　

大
き
さ
は
、
平
盤
部
分
は
長
径
で
3.7
㎝
、
短
径
で
3.3

市毛遺跡採集の土製品

斉藤　　新

㎝
を
測
り

楕
円
形
で

あ
る
。
ま

た
つ
ま
み

の
先
端
部

ま
で
は
平

面
部
か
ら

4.2
㎝
で
あ

る
。
円
盤

部
分
の
外

周
は
や
や

丸
み
を
帯

び
て
お
り
、

厚
さ
は
0.3

～
0.4
㎝
ほ
ど
で
あ
る
。
つ
ま
み
部
分
は
断
面
が
楕
円
形

で
、
平
坦
面
の
中
心
に
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
く
偏
っ

て
つ
い
て
お
り
、
ま
た
つ
ま
み
全
体
も
ま
っ
す
ぐ
で
は

な
く
長
径
に
な
ら
い
や
や
曲
が
っ
て
い
る
。

　

表
面
は
粘
土
が
柔
ら
か
い
状
態
の
時
に
指
先
で
撫
で

た
と
思
わ
れ
る
が
、
平
面
坦
部
分
で
は
ざ
ら
つ
い
て
お

り
、
指
先
や
ヘ
ラ
で
の
撫
で
で
は
な
く
、
さ
さ
く
れ
た

よ
う
な
表
面
で
あ
る
。

　

つ
ま
み
部
分
の
上
部
に
貫
通
し
た
直
径
２
㎜
ほ
ど
の

孔
が
一
つ
あ
る
。
粘
土
が
生
乾
き
で
柔
ら
か
い
う
ち
に

棒
状
の
も
の
を
引
き
抜
き
貫
通
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

孔
に
ス
レ
な
ど
の
使
用
痕
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
な
お
こ

の
孔
に
糸
を
通
し
て
自
然
な
状
況
で
吊
る
す
と
平
坦
面

が
ほ
ぼ
真
下
を
向
く
。

　遺跡からはたくさんの遺物が出土し

ます。手元に採集資料ですがタコウイ

ンナーのような形の土製品がありま

す。いつごろ何を意図して作られたの

かなど，考古学の世界では理解に苦し

む遺物にも時々遭遇します。遺物をじ

っくり観察してほかの出土遺物との比

較をしたりして可能性を考え，古代人

の意図に近づこうとします。

cm
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平
盤
部
分
の
外
周
は
一
部
欠
損
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
比
較
的
残
り
は
よ
い
。
平
坦
面
の
ざ
ら
つ
い
た
表
面
状

況
か
ら
、
何
か
が
あ
る
い
は
何
か
か
ら
剥
離
し
た
可
能

性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
円
盤
部
分
の
周
囲
は

圧
着
さ
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

　

３　

遺
物
の
用
途

　

で
は
、
こ
の
遺
物
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
本
資
料
の
特

徴
は
お
お
き
く
①
土
製
品
、
②
平
盤
に
細
く
の
び
る
突

起
が
つ
く
形
、
③
平
盤
の
平
坦
面
は
粗
い
平
面
、
④
貫

通
し
た
小
孔
の
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

特
に
小
孔
が
あ
る
特
徴
か
ら
は
、
紐
を
通
し
て
の
使
用

が
想
定
さ
れ
る
。
全
体
の
大
き
さ
か
ら
装
飾
品
や
何
ら

か
の
携
行
品
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ど
こ
か

に
吊
り
下
げ
て
い
た
、
何
か
を
下
げ
て
い
た
な
ど
と
も
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
ス
タ
ン
プ
形
土
製
品

　

全
体
の
形
等
か
ら
、
採
集
当
初
よ
り
縄
文
時
代
の
ス

タ
ン
プ
形
土
製
品
か
そ
の
類
似
品
の
キ
ノ
コ
形
土
製
品
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
縄
文
時
代
の
後
期
こ
ろ
の

東
北
地
方
を
中
心
に
出
土
例
が
あ
り
、
関
東
地
方
で
も

出
土
例
が
確
認
で
き
る
遺
物
で
あ
る
。

ス
タ
ン
プ
形

土
製
品
は
名

称
の
よ
う
に

ス
タ
ン
プ
と

し
て
の
用
途

が
想
定
さ
れ

て
い
る
土
製

品
で
、
印
面
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
普
通
は
文
様
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
た
だ
何
に
捺
印
す
る
か
に
は
諸
説
あ
る
よ

う
で
、
身
体
に
文
様
を
付
け
る
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
ト
の
道
具

と
す
る
意
見
や
、
食
品
に
模
様
を
つ
け
装
飾
す
る
た
め
に

使
用
す
る
と
の
意
見
も
あ
る
。

　

遺
物
は
、
印
面
に
相
当
す
る
部
分
の
整
形
が
最
も
雑

で
あ
り
、
文
様
も
存
在
し
な
い
た
め
ス
タ
ン
プ
と
し
て
の

機
能
性
は
考
え
に
く
い
。
顔
料
な
ど
の
付
着
も
見
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
市
毛
遺
跡
は
縄
文
時
代
前
期
と
さ
れ
、
ス

タ
ン
プ
形
土
製
品
の
盛
行
時
期
と
は
異
な
り
、
後
期
遺

跡
の
存
在
は
否
定
で
き
な
い
が
周
知
の
情
報
か
ら
は
整
合

し
な
い
。
粘
土
も
縄
文
時
代
の
土
器
な
ど
と
は
質
が
違

う
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
れ
ら
か
ら
ス
タ
ン
プ
形
土
製
品

の
可
能
性
は
低
い
こ
と
に
な
る
。

・
キ
ノ
コ
形
土
製
品

　

キ
ノ
コ
形
土
製
品
は
名
前
の
と
お
り
キ
ノ
コ
を
模
し
た

土
製
品
で
、
一
目
で
キ
ノ
コ
を
象
っ
た
と
わ
か
る
物
も
あ

れ
ば
、
微
妙
な
も
の
も
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
一
般
に
キ

ノ
コ
形
土
製
品
に
は
紐
を
通
す
よ
う
な
穴
は
あ
け
ら
れ
て

い
な
く
こ
の
可
能
性
は
低
い
。

・
装
飾
品

　

垂
飾
品
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
貫
通
し
た

穴
に
糸
を
通
し
、
重
力
に
従
っ
て
自
然
な
状
態
に
す
る
と

平
坦
面
が
ほ
ぼ
真
下
を
向
く
。
装
飾
に
し
て
は
雑
な
つ
く

り
で
あ
り
、
ま
た
地
味
で
も
あ
り
見
栄
え
は
し
な
く
垂
飾

品
の
可
能
性
は
低
い
。
た
だ
し
現
代
的
な
考
え
を
当
て
は

め
る
の
は
不
適
当
か
も
し
れ
な
い
。

・
土
器
な
ど
の
突
起
物

　

貫
通
し
た
孔
に
と
ら
わ
れ
ず
形
態
か
ら
検
討
し
て
み

る
と
、
土
器
の
突
起
物
が
剥
離
し
た
も
の
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

古
墳
時
代
に
使
用
さ
れ
た
土
師
器
の
甑

こ
し
き
な
ど
の
中
に

は
持
ち
手
の
よ
う
な
突
起
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
特
に

中
型
品
に
つ
く
取
っ
手
の
な
か
に
似
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
剥
落
し
た
取
っ
手
で
あ
る
場
合
、
本
体
に
取
り
付

け
る
際
に
は
が
れ
な
い
よ
う
に
十
分
接
着
す
る
は
ず
で
あ

る
が
、
本
資
料
の
平
坦
面
や
円
盤
部
分
周
囲
は
剥
離
し

た
よ
う
に
は
見
え
な
い
し
、
圧
着
し
た
と
思
え
る
痕
跡
は

見
い
だ
せ
な
い
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
取
っ
手
に
は
小
孔
が

開
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
な
く
、
類
例
を
探
し
た
が
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
。

　

４　

ま
と
め

　

で
は
い
っ
た
い
こ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
決
め
手
に
欠

き
答
え
が
出
せ
な
い
「
用
途
不
明
遺
物
」
で
あ
る
。
ぴ
っ

た
り
の
答
え
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
本
資
料
が
完
形
で
は

な
く
何
か
の
一
部
で
あ
る
と
の
考
え
を
支
持
す
る
。
祭
祀

に
使
用
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
想
定
以
外
の
可
能

性
も
当
然
あ
ろ
う
。失
わ
れ
て
い
る
部
分
が
補
わ
れ
る
と
、

本
来
の
機
能
が
判
明
す
る
こ
と
に
な
る
。

（縮尺 1/2）

図３　甑
( 高野寺畑遺跡出土 )
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図２ スタンプ形土製品
（『藤岡神社遺跡』より引用）



 遺跡 住居跡 石材 長さ(ｍ) 幅(ｍ) 厚さ(ｍ) 重量(ｇ)
半分山
半分山
半分山
半分山
半分山
半分山
半分山
半分山
半分山
半分山
半分山
半分山
ぼんぼり山
ぼんぼり山
船窪

2住
5住
6住
16住
17住
21住
24住
40住
41住
45住
50住
58住
2住
3住
45住

弱固結砂岩
凝灰質砂岩
砂岩
凝灰質砂岩
弱固結砂岩
凝灰質砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
凝灰質砂岩
石英斑岩
凝灰質砂岩
凝灰質砂岩

281
 75
343
224
240
127
228
224
239
332
309
111
206
142
354

105
 75
107
111
 60
 90
 72
 76
 83
114
 96
 97
 61
 96
133

82
45
76
69
40
55
61
52
47
70
86
62
65
30
65

1,728
　106
3,638
1,187
　350
　188
1,405
1,327
1,331
4,166
2,866
　461
1,321
　129
2,336

表1　船窪遺跡群住居跡炉石一覧表

A
B

A

B

S41

S41

(1/120)（1/30) (縮尺1/8）

0
1
0
㎝

S41

L
=
2
0
.
6
0
ｍ

実験報告

図１　ぼんぼり山遺跡第２号住居跡の炉石

　弥生時代後期，住居跡の炉址に付属する炉石

が調理のための装置として，どのような役割を

果たしたのか，土器を製作し煮沸に使用する実

験を通して考えてみました。ささやかな実験で

すが，その結果を受け入れるならば，熱効率の

向上という視点だけでは，調理の火を理解でき

ないのではないでしょうか。

十王台式土器が焼けてから

鈴木　素行
－土器の煮沸実験に窺う炉石の機能－

ぼんぼり山遺跡第２号住居跡の炉石

　

１　

炉
石
と
い
う
現
象

　

那
珂
川
流
域
に
お
け
る
弥
生
時
代
後
期
の
住
居
跡
に

は
、
主
軸
線
上
で
主
柱
穴
が
囲
む
空
間
の
内
側
に
炉
址
が

あ
り
、
中
央
よ
り
も
や
や
奥
壁
寄
り
に
位
置
す
る
こ
と
が

多
い
。
炉
址
に
は
据
え
置
か
れ
た
よ
う
な
状
態
で
礫れ

き

が
検

出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
炉ろ

い
し石
」
と
呼
ん
で
い

る
。
炉
石
に
は
、
被
熱
に
よ
る
変
色
等
が
認
め
ら
れ
、
炉

で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
（
図
１
）。

　

例
え
ば
市
内
船ふ

な
く
ぼ窪
遺
跡
群
で
は
後
期
「
十
王
台
式
」

に
、
炉
址
を
形
成
す
る
二
九
基
の
住
居
跡
が
調
査
さ
れ

た
が
、
炉
石
が
検
出
さ
れ
た
の
は
一
六
基
で
あ
り
、
全

て
の
住
居
跡
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
大
洗

町
団だ

ん
ご
う
ち

子
内
遺
跡
［
井
上
一
九
八
七
］
や
市
内
部へ

た

の
田
野
山や
ま
ざ
き崎

遺
跡
［
井
上
一
九
九
〇
］
に
お
い
て
井
上
義
安
が
、
炉
址

以
外
か
ら
出
土
し
た
礫
に
つ
い
て
も
法
量
と
形
態
、
被

熱
の
痕
跡
か
ら
炉
石
を
抽
出
し
た
よ
う
に
、
据
え
置
か

れ
て
い
た
炉
石
は
撤
去
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
船
窪

遺
跡
群
に
お
い
て
は
残
存
し
た
炉
石
の
多
さ
か
ら
、
む

し
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
炉
址
に
炉
石
の
付
属
を
想
定
す
べ

き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

井
上
は
、
水
戸
市
大お

鋸が

町
ち
ょ
う

遺
跡
［
井
上
一
九
八
八
］
等

の
調
査
に
お
い
て
、
据
え
置
か
れ
た
炉
石
の
下
に
も
焼

土
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
炉
址
断
面
図
に
示
し
た
。

炉
石
は
必
ず
し
も
、
炉
の
特
定
箇
所
に
固
定
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
茨
城
県
内

の
炉
石
を
集
成
し
た
鶴
見
貞
雄
は
、
炉
石
の
位
置
を
、
炉

址
中
央
の
「
Ⅰ
型
」
と
炉
址
一
端
の
「
Ⅱ
型
」
に
分
類
し

た
が
、
こ
れ
は
、
最
終
的
に
使
用
さ
れ
た
位
置
の
表
現
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
［
鶴
見
一
九
九
六
］。

　

一
方
で
、
船
窪
遺
跡
群
の
ぼ
ん
ぼ
り
山や

ま

遺
跡
第
二
号

住
居
跡
（
図
１
）
で
は
、
炉
石
の
下
に
焼
土
が
形
成
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
炉
石
は
、

三
角
形
に
近
い
断
面
形
状
で
、
頂
点
が
下
を
向
く
よ
う

に
据
え
ら
れ
て
い
た
。
安
定
の
た
め
に
は
、
接
地
す
る

炉
床
が
調
整
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
焼
土

が
削
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
安
定
し
て
据
え
ら
れ
た
位
置

を
動
か
さ
な
い
ま
ま
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
事
例
で
は
、
三
角
形
の
底
辺
に
相
当
す
る
平
坦
面

を
上
に
向
け
て
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

船
窪
遺
跡
群
の
炉
石
に
つ
い
て
、
撹
乱
に
よ
り
原
形

を
と
ど
め
な
い
一
点
を
除
く
一
五
点
を
一
覧
（
表
１
）

す
る
と
、
砂
岩
や
石
英
斑
岩
と
い
う
硬
質
の
石
材
と
、

弱
固
結
砂
岩
や
凝
灰
質
砂
岩
と
い
う
か
な
り
軟
質
の
石

材
が
と
も
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
岩
石
の
性
状
で
選
択
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1

2

(縮尺1/8）

（半分山57住）（半分山10住）

図２　煮沸具の中型と小型

1

2

0 10㎝

1 (大畑 7住）

2 (二の沢Ａ 2住）

図３ ｢十王台式｣の台付土器

（縮尺1/6）

小型1

小型2

焼成前 焼成後 煮沸実験後

焼成前 焼成後 煮沸実験後

図４　土器の焼成実験と色調の変化

　「十王台式」は，野焼きと呼ばれる方法で焼成された。今

回の焼成では，破裂による欠損を防ぐために，土器を充分に

温め乾燥させてから火中に置くことにした。これが製作実験

[鈴木2014]との変更点である。

さ
れ
た
こ
と
は
考
え
難
い
。
長
さ
に
も
75
㎜
か
ら
343
㎜
ま

で
の
広
い
範
囲
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
対
し
て
、
幅
と
厚

さ
に
は
、
ま
と
ま
り
を
見
る
。
幅
は
、
61
㎜
か
ら
133
㎜
の

範
囲
に
あ
り
、
平
均
値
は
92
㎜
。
こ
れ
は
、
煮
沸
具
の
底

径
の
最
大
値
に
近
く
、
炉
石
の
上
に
土
器
を
置
く
の
に
必

要
な
幅
の
数
値
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
た
。
厚
さ
は
、

30
㎜
か
ら
86
㎜
の
範
囲
に
あ
り
、
平
均
値
は
60
㎜
。
炉
石

の
上
に
土
器
を
置
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
厚
さ
の
分
だ
け

炉
床
か
ら
高
い
位
置
で
火
熱
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

２　

煮
沸
実
験
前
の
仮
説

　

炉
石
を
据
え
て
、
炉
床
か
ら
高
い
位
置
に
土
器
を
置

く
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

群
馬
県
域
の
弥
生
時
代
後
期
「
樽た

る

式
」
に
は
、
台
付
甕

と
い
う
器
種
が
あ
り
、「
脚
部
を
付
し
て
被
熱
部
分
を
高

く
す
る
の
は
熱
効
率
を
上
げ
る
た
め
」
と
い
う
視
点
か

ら
、
次
の
よ
う
な
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
少
量
を
煮

炊
き
す
る
小
型
品
だ
か
ら
こ
そ
、
器
高
の
高
い
他
の
平

底
甕
と
一
緒
に
炉
に
置
い
て
同
じ
よ
う
に
火
熱
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
高
さ
を
調
整
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
っ

た
と
理
解
し
た
い
」［
大
木
一
九
九
七
］。「
十
王
台
式
」
の

煮
沸
具
に

は
、
器
高
30

㎝
前
後
の
中

型
（
図
２
の

１
）
と
、
器

高
20
㎝
前
後

の
小
型
（
２
）

と
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
胴
部
最
大
径

部
分
（
黒
矢
印
）
ま
で

の
高
さ
の
差
（
赤
矢
印
）

は
６
㎝
ほ
ど
で
、
炉
石

の
厚
さ
の
平
均
値
に
合

致
す
る
。「
樽
式
」
で

の
想
定
を
応
用
す
れ

ば
、
中
型
と
小
型
を
一
緒
に
置
い
て
煮
沸
し
よ
う
と
す

る
時
に
、
小
型
が
炉
石
の
上
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
、
中
型
は
炉
の
中
央
に
、

小
型
は
炉
石
と
と
も
に
炉
の
端
部
に
置
か
れ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
小
型
の
み
で
煮
沸
す
る
場
合
に
は
、
炉
の
中

央
に
炉
石
が
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、「
樽
式
」
を
真
似
て
脚
台
部
を
付
属
さ
せ

た
土
器
が
茨
城
町
大お

お
ば
た
け畑
遺
跡
（
図
３
の
１
）
や
水
戸
市

二に

の
沢さ
わ

Ａ
遺
跡
（
２
）
な
ど
稀
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ

が
「
十
王
台
式
」
に
定
着
し
な
か
っ
た
の
は
、
同
じ
機

能
を
炉
石
が
果
た
し
て
い
た
と
も
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

３　

煮
沸
の
実
験

　

炉
石
の
機
能
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
仮
説
が
成
立

す
る
の
か
、
実
験
で
確
か
め
て
み
よ
う
。
そ
の
た
め

に
、「
十
王
台
式
」
の
小
型
を
二
点
、
中
型
を
一
点
模

倣
製
作
し
た
。「
十
王
台
式
」
は
、
５
㎜
以
下
を
典
型

と
す
る
薄
い
器
壁
で
製
作
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
器
壁
の

再
現
を
含
む
製
作
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
別
稿
［
鈴
木

二
〇
一
四
］
に
詳
し
い
。
本
稿
で
は
、野
焼
き
の
様
子
と
、

焼
成
前
後
の
色
調
の
変
化
だ
け
を
紹
介
し
て
お
き
た
い

（
図
４
）。

（縮尺 1/6）
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図５　土器の煮沸実験と底面の変化

小型1

小型2

（津田天神山）

図６　縄文時代の土器の色調

0 10㎝
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製
作
し
た
小

型
１
・
２
は
、

焼
成
後
の
器

高
が
と
も
に

185

㎜
、
頸
部
の
括

れ
ま
で
の
容
量

が
750
㏄
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
中
型

は
、
焼
成
後
の

器
高
が

333
㎜
、

頸
部
の
括
れ
ま

で
の
容
量
が
3600

㏄
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
個
体
差
は

あ
っ
て
も
「
十
王
台
式
」
の
中
型
と
小
型
に
は
、
四
～

五
倍
の
容
量
差
を
考
え
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

焼
成
後
の
土
器
は
、
水
を
入
れ
る
と
器
壁
を
浸
透
し

て
漏
れ
る
状
態
に
あ
る
。
土
鍋
の
「
め
ど
め
」
に
倣
っ

て
、
煮
沸
実
験
の
最
初
に
は
、
米
の
研
ぎ
汁
を
使
用
し

た
。
小
型
１
と
中
型
を
地
面
に
、
小
型
２
を
厚
さ
６
㎝

ほ
ど
の
礫
上
に
置
い
て
、
土
器
の
周
囲
で
薪
を
燃
し
て

沸
騰
を
待
つ
。
す
る
と
、
沸
騰
し
た
順
番
は
小
型
１
→

中
型
→
小
型
２
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
（
図
５
の
右　

小
型
１
と
中
型
が
沸
騰
し
て
も
小
型
２
は
沸
騰
し
て
い

な
い
）。

　

そ
の
後
も
、
地
面
に
置
い
た
小
型
１
と
、
礫
上
に
置

い
た
小
型
２
の
比
較
に
つ
い
て
実
験
を
繰
り
返
し
た

が
、
小
型
１
よ
り
も
早
く
小
型
２
が
沸
騰
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
当
初
の
仮
説
は
棄
却
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

４　

土
器
底
面
の
色
調
の
変
化

　

実
験
を
繰
り
返
し
た
小
型
１
・
２
を
観
察
す
る
と
、

色
調
に
違
い
が
見
ら
れ
た
。
と
も
に
器
外
面
に
多
量
の

煤
が
付
着
し
、
全
体
的
に
黒
色
を
呈
す
る
が
、
地
面
に

置
い
た
小
型
１
の
底
部
付
近
に
は
、
色
調
が
変
化
し
な

い
部
分
が
残
る
（
図
４
の
右
）。
ま
た
、
小
型
１
は
底

面
に
も
色
調
の
変
化
が
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
小

型
２
は
底
面
に
も
煤
が
付
着
し
黒
ず
ん
で
い
る
（
図
５

の
左
）。
煤
は
炎
の
先
端
か
ら
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
底

部
が
接
地
し
た
小
型
１
の
底
面
及
び
底
部
付
近
に
、
こ

れ
が
付
着
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
対
し
て
小
型
２
の

底
部
は
、
煤
が
発
生
す
る
位
置
に
あ
り
、
土
器
の
底
面

が
礫
と
完
全
に
密
着
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
れ
が
付
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。

　

５　
「
加
曽
利
Ｅ
式
」
の
土
器
の
底
面

　

煮
沸
実
験
の
土
器
の
底
面
に
見
ら
れ
た
色
調
の
変
化

に
つ
い
て
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
土
器
に
も
こ
れ
が
認

め
ら
れ
る
の
か
、
ま
ず
は
、
縄
文
時
代
の
土
器
を
観
察

し
て
み
た
。
対
象
と
し
て
選
択
し
た
の
は
、
市
内
の

津つ
だ
て
ん
じ
ん
や
ま

田
天
神
山
遺
跡
［
伊
東
･
川
崎
一
九
六
六
］
か
ら
出
土
し

た
縄
文
時
代
中
期
「
加
曽
利
Ｅ
２
式
」
の
深
鉢
形
土
器

で
あ
る
（
図
６
）。「
Ⅴ
号
p
i
t
」
の
出
土
遺
物
と
し

た
報
告
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
住
居
跡
の
炉
址
を
中
心

と
し
た
遺
構
で
、
後
に
館た

て
だ
し出
遺
跡
や
大お
お
ぼ
っ
ち

房
地
遺
跡
な
ど

で
も
調
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
石
囲
炉
で
あ
っ
た
。「
石

組
み
の
中
の
焼
土
が
つ
き
る
部
分
よ
り
約
５
㎝
さ
が
り

底
面
に
接
し
て
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
が
横
倒
し
た
形
で
発

見
さ
れ
た
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
炉
址
に
伴
い
検
出

さ
れ
て
い
る
。
土
器
は
、
ほ
ぼ
完
形
に
復
元
さ
れ
、
器

高
37.5
㎝
、
口
径
29
㎝
、
底
径
９
㎝
を
測
る
。
器
外
面
は
、

胴
下
部
が
赤
化
、
胴
上
部
か
ら
口
縁
部
ま
で
が
煤
の
付

着
で
黒
化
し
て
お
り
、
煮
沸
具
と
し
て
の
痕
跡
を
残
す
。

安
定
し
た
平
底
を
炉
床
に
接
地
さ
せ
て
使
用
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
観
察
し
て
み
る
と
、
底
面
に

変
色
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

６　
「
十
王
台
式
」
の
土
器
の
底
面

　
「
十
王
台
式
」
の
底
面
の
観
察
に
も
、
完
形
に
近
い

状
態
の
土
器
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
は
、
法
量
や
形
態
か

ら
器
種
が
確
定
で
き
る
と
と
も
に
、
破
片
に
分
割
し
た

後
に
火
熱
を
受
け
た
可
能
性
を
排
除
で
き
る
こ
と
に
よ

る
。

　

小
型
の
細
頸
形
（
図
７
の
１
）
は
非
煮
沸
具
で
あ
り
、
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1.非煮沸具(船窪45住）

2.小型煮沸具(山崎17住)

3.中型煮沸具(半分山57住)

図７　「十王台式」の底面

1

2

3

三反田遺跡第11号住居址のＳ字状口縁台付甕

供
献
具
と
推
定
す
る
器
種
で
あ
る
。
全
体
が
ほ
ぼ
焼
成

後
の
色
調
の
ま
ま
で
あ
り
、
底
面
の
色
調
も
変
化
し
て

い
な
い
。
な
お
、
同
じ
く
非
煮
沸
具
で
あ
り
、
貯
蔵
具

と
推
定
す
る
大
型
の
細
頸
形
に
つ
い
て
も
観
察
し
た

が
、
や
は
り
底
面
の
色
調
は
変
化
し
て
い
な
い
。

　

小
型
の
太
頸
形
（
２
）
は
煮
沸
具
で
あ
り
、
器
外
面

の
ほ
ぼ
全
体
に
煤
が
付
着
す
る
。
底
面
に
も
煤
の
付
着

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
黒
ず
み
が
見
ら
れ
た
。
中
型
の

中
頸
形
（
３
）
も
煮
沸
具
で
あ
り
、
器
外
面
の
胴
上
部

か
ら
口
縁
部
に
か
け
て
は
多
量
に
、
部
分
的
に
は
胴
下

部
に
も
煤
が
付
着
す
る
。
底
面
に
も
煤
の
付
着
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
る
黒
ず
み
が
見
ら
れ
た
。

　

底
面
の
色
調
の
変
化
は
、非
煮
沸
具
に
は
認
め
ら
れ
ず
、

煮
沸
具
に
の
み
観
察
さ
れ
た
。
煮
沸
具
で
は
、
小
型
に
限

ら
ず
、
中
型
に
も
こ
れ
を
認
め
た
。
底
面
の
色
調
の
変
化

が
、
土
器
を
炉
石
の
上
に
置
き
使
用
す
る
こ
と
で
生
起
し

た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
使
用
法
は
、
煮
沸
具
の
全
て
に

適
用
さ
れ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
煮
沸

実
験
の
結
果
は
、
炉
石
の
上
に
土
器
を
置
い
た
と
い
う
想

定
の
み
を
支
持
し
、
特
定
の
法
量
の
土
器
に
対
応
す
る
と

い
う
想
定
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

７　

煮
沸
実
験
後
の
仮
説

　
「
十
王
台
式
」
の
薄
い
器
壁
は
、
煮
沸
具
と
し
て
熱
効
率

の
良
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
さ
ら
に
熱
効
率
を
向
上
さ

せ
る
装
置
と
し
て
、
炉
石
に
そ
の
機
能
を
想
定
し
た
わ
け

で
あ
る
が
、
煮
沸
実
験
は
相
反
す
る
結
果
を
示
し
た
。「
強

火
」
ば
か
り
に
注
目
し
す
ぎ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、「
弱

火
」
や
「
と
ろ
火
」
も
含
め
た
調
理
の
火
と
し
て
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
炉
石
は
火
力
の
調
整
の
た

め
に
機
能
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
現
在
で
は
想
定
し
て
い

る
。
炉
址
の
端
部
に
炉
石
が
据
え
ら
れ
る
の
は
、
土
器
の

片
面
だ
け
に
離
れ
た
火
熱
を
受
け
る
こ
と
を
考
え
て
良
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
装
置
が
弥
生
時
代
後
期

に
成
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
煮
沸
具
の
容
量
が
極
端

に
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
、
穀
類
が
調
理
の
主
な
対
象
と
な
っ

た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。

　
「
十
王
台
式
」
の
最
後
期
の
土
器
と
、
古
墳
時
代
前
期

の
外
来
の
土
器
が
共
伴
す
る
市
内
の
武た

け
だ
い
し
だ
か

田
石
高
遺

跡
第
五
号
住
居
跡
ま
で
は
、
炉
址
に
炉
石
が
据
え

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
古
墳
時
代
前
期
で
も
、
外

来
の
土
器
群
の
み
で
集
落
を
構
成
す
る
三み

た
ん
だ

反
田
遺

跡
に
な
る
と
、
炉
石
は
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。

三
反
田
遺
跡
で
は
、
Ｓ
字
状
口
縁
台
付
甕
な
ど
脚

台
を
付
属
さ
せ
た
甕
が
煮
沸
具
の
主
体
を
占
め
て

い
る
。
脚
台
部
の
付
属
は
熱
効
率
の
向
上
を
目
的

に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
も
、調
理
の
火
に「
強

火
」
だ
け
を
考
え
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

土
器
の
煮
沸
実
験
に
は
、
菊
池　

繁
氏
・
菊
池
順
子
氏
・
篠
原

と
よ
子
氏
よ
り
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
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追
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弥
生
時
代
後
期
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千
葉
県
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わ房
地
域
に
も
、「
枕
石
」
あ

る
い
は
「
炉
石
」
と
も
呼
ば
れ
る
礫
の
設
置
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

礫
の
形
状
や
埋
設
の
状
態
が
茨
城
県
の
那
珂
川
流
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と
異
な
り
、
本

稿
の
「
炉
石
」
と
は
別
な
機
能
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
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梅
雨
間
近
の
六
月
初
め
、
虎
塚
古
墳
か
ら
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群

へ
向
か
う
小
道
の
脇
で
、
小
さ
な
白
い
花
の
群
れ
を
見
か
け
ま
し

た
。
そ
れ
が
今
回
ご
紹
介
す
る
ユ
キ
ノ
シ
タ
で
す
。
こ
の
花
は
、

ユ
キ
ノ
シ
タ
科
ユ
キ
ノ
シ
タ
属
の
植
物
で
、
高
さ
は
五
○
㎝
ほ
ど

に
な
る
多
年
草
で
す
。
花
は
五
弁
で
、
上
の
三
枚
が
小
さ
く
濃
紅

色
と
濃
黄
色
の
斑
点
が
あ
り
、
下
の
二
枚
は
白
色
で
大
き
く
細
長

い
の
が
特
徴
で
す
。
名
前
は
、
雪
が
上
に
積
も
っ
て
も
、
そ
の
下

に
緑
の
葉
が
あ
る
こ
と
か
ら「
雪
の
下
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
す
る

説
や
、
白
い
花
を
雪（
雪
虫
）に
見
立
て
、
そ
の
下
に
緑
の
葉
が
あ

る
こ
と
か
ら
と
す
る
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

虎
塚
古
墳
が
雪
を
ま
と
う
こ
と
は
一
年
間
に
一
、二
回
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
雪
が
積
も
っ
た
と
き
に
は
、「
雪
の
下
」を
覗
い
て

こ
の
植
物
を
探
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。　
　
　

  

（
稲
田
健
一
）

10
月

4

え
み
し
学
会
見
学
／5
埋
文
ウ
ォ
ー

ク
／7

藤
井
む
つ
子
氏
資
料
調
査
【
市
指

定
工
芸
品 

江
戸
時
代 

木
琴
・
扁
額
】

7

台
風
被
害

7
-1
0

田
彦
古
墳
群
試
掘
調
査
／1
0

側

溝
掃
除
／1

5

日
立
市
豊
浦
支
所
民
生

委
員
研
修
会
／1

8

ふ
る
さ
と
考
古
学

⑨

「土
器
の
考
古
学
２
」
（講
師
・
綿
引

逸
雄
氏
）（
上
段
左
写
真
）
／2

4

十
五
郎
穴

横
穴
墓
群
確
認
調
査
開
始
／2

9

中
根

小
学
校
１
年
生
ど
ん
ぐ
り
拾
い
／3

1

虎
塚
古
墳
一
般
公
開
／
文
化
庁
虎
塚
古

墳
視
察
／
朝
日
旅
行
見
学
／
平
磯
小
学

校
出
張
授
業【
勾
玉
づ
く
り
】

11
月

1

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑩

「
壁
画
の
考
古

学
」
（講
師
・
堀
江
武
史
氏
）
／1

-3

虎

塚
古
墳
一
般
公
開
／2

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ

ズ
ム
見
学
／5

日
立
市
塙
山
ワ
イ
ワ
イ

楽
習
会
見
学
／6

栃
木
県
野
木
町
教
育

委
員
会
見
学
／6

-9

虎
塚
古
墳
一
般
公

開
／7

阿
字
ヶ
浦
小
学
校
6
年
生
社
会

科
見

学

7

三
反
田
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学

／8

高
崎
市
遺
跡
を
掘
る
会
見
学
／

毎
日
新
聞
旅
行
見
学
／
駅
か
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
見
学
／
市
内
小
中
学
校
学
習
会

講
座
室
利
用
／9

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
34
「日
立
か
ら
き
た
砥
石
」
終
了

／1
1
-1
4

金
上
塙
遺
跡
試
掘
調
査
／

1
1
-1
2

勝
田
第
三
中
学
校
2
年
生
職
場

体
験
／1

2

前
渡
小
学
校
特
別
支
援
学

級
見
学
／1
6

東
京
都
歴
史
教
育
研
究

会
見
学
／1

8

か
す
み
が
う
ら
郷
土
文

化
研
究
会
見
学
／2

0
-2
1

大
島
中
学
校

2
年
生
職
場
体
験

2
2

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
35

「市
内

遺
跡
の
調
査
２
０
１
４
」
開
始
／2

3

ふ

る
さ
と
考
古
学
⑪

「
フ
ィ
ー
ル
ド
探
検
」

（講
師
・
矢
野
徳
也
氏
）

2
6

宮
下
寛
氏（
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
）

資
料
調
査
【
武
田
遺
跡
群
炭
化
草
鞋
】
／2

8

田

彦
西
原
遺
跡
試
掘
調
査
開
始
／
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
第

埋文

センター
の

日

埋文

センター
の

日
2014 後期

14  

ユ
キ
ノ
シ
タ2011.6.3
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月 開館
日数

個人 団体 計
（人）（団体） （人）（人）

10 月 27 277 5（0） 105　（0） 382
11 月 26 1054 16 （7） 355 （97） 1409
12 月 23 85 4 （1） 125　（6） 210

1 月 23 97 0 （0） 0　（0） 97
2 月 24 120 3 （0） 124　（0） 244
3 月 26 581 7 （0） 185   （0） 766

合計 149 2214 35 （8） 894 （103） 3108

入館者状況（2014.10.1. ～ 2015.3.31）

（　）内は学校数

　ひたちなか市埋蔵文化財調査センター及び
（公財）ひたちなか市生活・文化・スポーツ公
社が開催する事業は『ひたちなか市報』及び
下記のホームページでお知らせいたします。
http://business4.plala.or.jp/h-lcs/

　

我
が
家
に
ネ
ズ
ミ
が
増
え
た
時
期
が
あ
っ
た
。
あ

る
夜
に
は
布
団
か
ら
は
み
出
て
い
た
足
の
指
を
齧か
じ

ら

れ
た
。
こ
れ
は
ひ
ど
く
痛
か
っ
た
。
お
ち
お
ち
眠
っ

て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
強
力
な
接
着
剤
の

付
い
た
ネ
ズ
ミ
捕
り
を
買
っ
て
き
て
仕
掛
け
た
。
面

白
い
よ
う
に
捕
れ
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
子
ネ
ズ
ミ

で
、
親
ネ
ズ
ミ
は
用
心
深
く
、
な
か
な
か
罠わ
な

に
掛
か

ら
な
い
。
攻
防
の
末
に
や
っ
と
捕
ら
え
た
一
匹
は
、

茨
城
県
自
然
博
物
館
で
ク
マ
ネ
ズ
ミ
と
同
定
し
て
い

た
だ
き
、
セ
ン
タ
ー
の
骨
格
標
本
へ
と
献
体
し
た
。

こ
れ
は
、
土
器
に
残
る
ネ
ズ
ミ
の
齧
り
痕
を
考
察
す

る
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
、
早
速
に
活
用
さ
れ
た
。

　

武
田
遺
跡
群
で
検
出
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
陥
お
と
し
あ
な穴は
、

規
模
が
小
さ
い
の
で
、
狩
猟
の
対
象
は
タ
ヌ
キ
で
あ

っ
た
か
な
ど
と
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ネ
ズ
ミ
と
の
攻
防
で
学
ん
だ
の
は
、
幼
獣
は
罠
に
掛

か
り
や
す
い
が
、
成
獣
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
。
追

い
立
て
る
な
ど
で
注
意
を
散
漫
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
た
だ
掛
か
る
の
を
待
つ

だ
け
な
ら
ば
、
幼
獣
に
見
合
う
大
き
さ
の
陥
穴
で
よ

い
と
い
う
考
え
も
成
り
立
つ
。
貝
塚
か
ら
出
土
す
る

動
物
骨
に
つ
い
て
、
種
類
だ
け
で
な
く
年
齢
構
成
ま

で
調
査
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
成
長
段
階
の
骨
格
標
本
が
必

要
だ
。
と
い
う
わ
け
で
、
今
年

度
も
ま
た
タ
ヌ
キ
や
イ
ノ
シ
シ

を
手
に
入
れ
て
は
埋
め
る
の
で

あ
っ
た
。

62
回
企
画
展
「
マ
ン
モ
ス
が
渡
っ
た
橋

―
氷
河
期
の
動
物
大
移
動
」へ
資
料
貸
出
【
後
野
遺

跡
細
石
刃
ほ
か
】／3

0

館
内
清
掃
お
世
話
に

な
り

ま
し

た12
月

2

田
彦
西
原
遺
跡
試
掘
調
査
終
了
／4

東
石
川
小
学
校
5
年
生
校
外
学
習
／

山
田
康
弘
氏（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）資
料
調

査
・
写
真
撮
影
【
三
反
田
蜆
塚
貝
輪
を
は
め
た
人

骨
】
／7

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑫

「楽
し
い

楽
し
い
考
古
学
」
（
講
師
・
さ
か
い
ひ
ろ

こ
氏
）／1

1

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博

物
館
よ
り
資
料
返
却
【
三
反
田
蜆
塚
ハ
ー
ト
形

土
偶
】
／1

3

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
見

学
／1

6

明
治
大
学
博
物
館
企
画
展「
馬

渡
埴
輪
製
作
遺
跡
」
へ
資
料
貸
出
【
馬
渡

埴
輪
製
作
遺
跡
埴
輪
】
／1

6
-1
9

平
井
遺
跡
試

掘
調
査
／2

6

岩
宿
博
物
館
よ
り
資
料

返
却【
後
野
遺
跡
石
器
ほ
か
】

1
月

1
6

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
35
終
了

／2
1

岩
橋
由
季
氏
・
米
元
史
織
氏
（
九

州
大
学
大
学
院
生
）
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
ほ

か
人
骨
調
査（
下
段
右
写
真
）

2
8

堀
口
遺
跡
試
掘
調
査
開
始

2
月

4

堀
口
遺
跡
試
掘
調
査
終
了
／1

1

第

12
回
企
画
展

「
古
墳
時
代
前
期
の
ひ
た

ち
な
か
―

「十
王
台
式
」
後
の
世
界
―
」

開
始
／1

2
-1
7

平
磯
長
堀
南
遺
跡
発
掘

調
査
／2

1

ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学

第
8
回
①

「
ひ
た
ち
な
か
市
の
古
墳
時

代
の
は
じ
ま
り
」
（
講
師
・
稲
田
健
一
）

／2
4
-2
7

愛
宕
神
社
古
墳
試
掘
調
査

／2
7

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
企
画
展

へ
資
料
貸
出
【
三
反
田
蜆
塚
貝
塚
貝
輪
を
は
め
た

人
骨
】
／2

8

ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学

第
8
回
②

「房
総
と
古
墳
の
は
じ
ま
り
」

（講
師
・
小
橋
健
司
氏
）

3
月

6

磯
崎
東
小
学
校
５
年
生
出
張
授
業
【
勾

玉
づ
く
り
】
／7

ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学

第
8
回
③

「
群
馬
県
地
域
に
お
け
る
古

墳
時
代
の
は
じ
ま
り
」
（講
師
・
深
澤
敦

仁
氏
）
／1

0
-1
2

寄
居
新
田
遺
跡
試
掘

調
査
／1

3

『平
成
26
年
度
市
内
遺
跡
発

掘
調
査
報
告
書
』
発
行
／1

4

ひ
た
ち
な

か
市
の
考
古
学
第
�
回
④

「
古
墳
時
代

の
は
じ
ま
り
の
社
会
」
（講
師
・
北
條
芳

隆
氏
）／
第
7
回
記
録
集『
古
代
土
器
の

生
産
と
流
通
』発
行

1
7
-2
0

津
田
若
宮
遺
跡
試
掘
調
査
／

2
0

十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
確
認
調
査
終

了

2
5

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
特
別
展
へ

資
料
貸
出
【
沢
田
遺
跡
柄
振
ほ
か
】
／2

6
-2
9

虎
塚
古
墳
一
般
公
開
／3

1

『埋
文
だ
よ

り
』第
42
号
発
行
／

館出Ⅶ -３号墓

編
集
後
記
の　

笑
う
埴
輪

ひたちなか埋文だより　第 42 号
編集
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